
算数オンライン塾 12 月 26 日の問題 解説 
 

（１） 

X＝２３、Y＝５ですからどちらかの和が１４、どちらかの和が９です。 

偶数の和は偶数ですから９が奇数の和、したがって偶数の和は１４と決まります。 

奇数の和が９なので、奇数は奇数枚あります。９が奇数枚で作れるのは１、３、５か９だ

けです。奇数が１枚だけだと偶数は４枚になりますが、２、４、６、８、１０の中から４

枚で１４を作ることはできないので、したがって奇数が３枚、偶数が２枚になります。 

（答え）奇数３枚、偶数２枚 

（２） 

Y＝５となるのは 

１、３、５ B＝９ A＝１４ （４、１０）（６、８） 

したがって 

（答え）｛１、３、４、５、１０）と｛１、３、５、６、８） 


